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解
釈
に
よ
け
平
に
、
そ
め
琢
事
実
主
霊
会
と
ゆ
年
以
上
で
保
険
料
金
免
除
三
品
た
も
の
に
す
ま
す
。
守
ま
す
(
む
言
内
分
か
ら
室
。
~

梯
設
処
分
慢
出
開
始
は
つ
け
て
の
一
詰
し
怒
る
ニ
と
に
な
り
ま
L
K。
刻
ポ
甲
山
議
機
遂
を
附
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
隊
側
員
会
に
務
開
削
す
る
ま
で
に
な
り
ま
問
も
入
り
ま
す
む
た
と
え
ば
悶
年
郁
金
時
務
合
は
跡
地
然
保
後
泌
が
免
除
さ
れ
た
り
、
糸
約
に

け
れ
詩
打
打
計
い
す
1
J

川
川
け
が
旬
一
川
相
川
V

8
引
い
は
れ
れ
ば
れ
諮
問
し
い
も
平
〈
毒
自
的
説
書
偽
之
斜
計
約
内
十
れ
れ
江
守
山
門
前
九
日
わ
れ
い
刊
誌
の
葉
方
法
草

し

‘

手

号

、

、

主

外

に

す

三

三

二

二

話

一

三

千

三

落

札

し

ま

し

た

。

語

、

:

L

て

い

と

だ

よ

引

を

行

三

?

た

も

め

で

す

α

ぷ
ャ
}
一
と
に
な
り
ま
し
た

a

u
…p…fL~三
立

川

〈

冷

年

2
長

て

諸

手

2

2

ず

で

と

淑

い

ま

す

仰

ニ

高

襲

警

袋

三

九

州

!

?

お

れ

ず

に

納

め

ま

し

ょ

う

;
j

え

聞

に

あ

た

っ

、

堅

金

、

白

;

ふ

L
L
L
z
a

幾
〈
と
も
成
年
4
月
μ
は

完

全

な

票

率

員

総

務

室

は

、

T
葉

県

知

器

が

あ

る

と

Z
1
3
0
0
m

…

1
2
v
t
s

…

芸

書

会

費

時

方

々

司

ま

た

そ

第

2
毒

事

警

認

可

が

7
5
を
し
た
い
と
ぎ
て
い
ま
す
a

ま

認

可

愛

何

本

格

的

に

ぎ

ハ

れ

に

よ

的

義

的

月

数

暴

け

た

も

の

「

l
i
i
l
i
盟
畏
年
金
の
探
検
料
↑

れ
ぞ
れ
の
会
ぷ
の
カ
を
は
じ
灼
、
市
災
自
・
原
点
た
短
か
ら
お
り
ま
し
た
底
、
色
合
点
2
3
1
j
d
d
A
1
対
イ
コ
さ
る
平
と
い
h
u

り

ま

し

た

。

の

3
分
的

1
脳
相
当
一
紛
が
総
仲
井
き
札
ま

の

す

ん

の

ご

章

、

ニ

警

の

お

か

霊

童

話

初

堅

か

ら

m
Z
机
一
一
次
長

I
r
k
-
主

辻

、

事

長

L
電

撃

す

。

震

室

内

然

警

は

も

う

?

盗

塁

金

言

語

ま

だ

号
、
ス
ム
ズ
に
収
集
作
業
か
滋
ん
で
の

5
ヵ

年

計

事

、

室

長

室

三

費

総

言

語

出

会

主

設

計

主

笠

什

う

設

計

に

会

主

を

去

、

医

科

を

製

品

し

た

す

け

で

な

く

、

庁

一

け

ぎ

し

た

り

‘

ご

i

w

Z

A

返
事
指
右
足
何
日
清
雲
例
制

で

い

そ

に

1
終
日
繋
配
求
総
力
9
0
0
0ト
ン

♂

ペ

ハ

一

一

一

戸

一

ぶ

し

ゃ

一

一

除

、

そ

問

問

が

お

年

内

持

は

1

3

3
日
に

3

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
柄
拘
べ
主
人
が
亡
く
な
っ
た
り
し
た
と

Z
ど

ま
た
、
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
コ
ミ
を
め
均
木
場
建
設
、
総
都
市
況
に

1
8滋
火

J

ベ
!
と
し
z

ぷ

L
i
p

工
事
を
↓
部
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

9
8ヵ
月
を
幡
市
け
た
鈎
万
ぬ
が
悲
鈴
て
み
ま
し
ょ
う
。
に
も
年
余
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

巡
ぷ
と
め
の
車
問
開
不
足
を
時
地
点
制
緩
ム
蜘
以
内
記
水
能
力
2
w
M
4
0
0
0
ト
ン
内
均
点
仮
称
綴
仲
仙
台
尚
早
小
学
校
丹
新
総
ぶ
諮
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
仙
地
域
は
国
血
液
文
年
余
謝
酬
に
な
り
ま
す
。
立
総
分
内
総
間
期
間
開
は
9
n
4
R門
口
と
な
い
が
と
い
う
時
、
約
ら
な
い
よ
う
に

ぷ

協

力

を

い

た

だ

ち

ま

し

た

こ

偽

証

総

数

議

認

年

3
立

季

語

的

資

え

が

あ

り

撃

霊

場

妄

議

案

姦

げ

る

た

め

の

必

凝

っ

て

い

ま

す

が

、

ま

だ

納

め

て

い

な

い

露

出

併
せ
て
お
札
令
申
し
ん
げ
ま
す
。
機
怨
で
す
。
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。
じ
な
っ
て
い
る
た
め
町
本
崎
市
川
町
な
ぷ
取
な
期
間
か
、
年
齢
に
上
っ
て
抗
年
か
方
む
か
な
ワ
い
ら
っ
し
で
る
よ
ヴ
で
す
。
で
す
E

し
か
し
、
こ
互
設
は
霊
的

2

内
守
、
市
内
閣
γ
J
L
凶
端
部
隊
川
町
は
今
後
も

議
怠
を
も
づ
て
努
力
し
て
い
き
ま
寸
。

線設始まった聖書北台東心学校
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(3) 審議 伊 z 1976. 10. 1 

ブミ i立‘ TIシコ… jt，.'f互によ

し万式てvす。

u fl¥首長は‘今年内10月から
~.ゃ、.0 

2、主性(¥、ずみ?をむ)、高妻子山

久ミ子家、抜本久々 言ミ;扇斗東部、袋線、青山、号奪取台

天王子?、家殺イ品子、ードヶ戸、陶芸B、i湖北ず?

(極jM余く)中i線上、 'P峠下、*銀、中島臼、新木、

お役会、布従来、線、清;f主下、新オミ開放

ヂ{t~ ゴミは、グルゴーん卓による予告ま

り中味が見えるようなi重明ら
己しておf担しドさし、。

当~豆界主時fllj は午約と守 1去に分け、 ステ… y

($古ミ)ステーションロIHされたゴミで、
l成IIiJ<こして収鋭いたしません内で、
記長をお守り〈ださい ω

昭和51年秋祭狂犬病予妨注射日韓 三犬J5出
円十川ケ「←叶 均 山 !議長主主

でつす平

おて。}支

持Z 禁
下方殺
さ Iま ブ亡

、:;i
b;、震
と主査 4 ，ま
壬すま表 。註i
せをドl射
てうをで t5
1 けすよ
1 て。び

A三善
で方議
す拭合

べま

す昔
手雲
グ〉グ〉

73 

3!? iS附

ン{こJ島'JミLであります。
造ま Lた収主義方法によりないも
んめとi主主宰になんな、るように、

款
の
狂
犬

予
隣
注
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警
察
と
お
母
さ
ん
を

結
ぶ
っ
ミ
ニ
レ
タ

l
L

9
月

1
日
か
ら
問
問
裁
で
は
、

小
学
生
以
ド
的
問
品
世
・
仏
胡
間
見
に

H
門
し
で
ご
二
一
レ
タ

i
一
告
発

行
し
ま
す
a

交
滋
ル
ー
ル
を
守
っ
た
り
、

拾
得
物
子
山
鳩
山
部
て
〈
札
た
持
作

品
、
線
好
品
川
ミ
ニ
レ
タ
ー
へ
日
特
色
)
存
命
、
開
明
る
い
家
滋
を
裁
く
よ
う
に
し
て
ド
さ

ま
た
、
由
民
成
上
怠
淡
な
吟
叶
で
緩
ん
と
い
。

り

、

進

路

上

で

ポ

ー

ル

殺

げ

を

し

た

り

ヘ

(

援

芸

懇

由

同

窓

線

路

・

警

の

な

い

ぬ

・

ま

没

翠

議

球

選

禁

当

翠

媛

、

遊

ん

で

い

去

を

お

巡

さ

ん

が

児

三

一

襲

撃

議

畿

雲

ト

AP--、
投
一
)
屯
J
V
除、
L
u
f
!
!
当
持
母
伊
1
4ゆ

か
け
て
校
殴
L
た
判
rtは
、
品
部
険
な
行
一
む
恥
骨
綜
じ
計
れ
U
貯
お
じ
ね
じ
佐
軒
む

h
吋
(
お
巡
き
ん
と
め
約
束
事
河
川
)
円
、
句
、
閉
百
子
・
婦
人
的
附
が
雰

Z義
感
い
た

一
一
レ
タ
(
渋
色
)
を
そ
め
術
庁
各
家
し
ま
す
。

経
内
お
母
さ
，
A

心
々
に
い
慌
し
ト
し
げ
ま
す
。
綴
受
験
資
泌
総
初
白
平
4
月

znか

ニ
れ
が
ミ
ニ
レ
タ
j
で

す

ゅ

ら

問

問

拘

H
A
年
4
n月
1
日
決
C
に
生
ま

お
訴
時
き
ん
方
は
、
こ
，
手
紙
に
よ
勺
令
れ
た
話
。

て
お
チ
縦
方
的
一
指
踊
円
い
れ
れ
汁
る
史
一
出
今
一
磁
申
込
滋
付

9
月
no門
口
J
a
同
月
時
日

知
っ
て
い
た
だ
券
、
ぬ
は
い
と
ニ
ろ
は
さ
〈
わ
し
く
は
紋
寄
り
の
持
架
線
、
派

ら
に
伸
し
事
訟
の
な
い
J
う
心
が
け
、
的
所
、
絃
夜
所
へ
お
持
ね
ド
さ
い
。



※救急病絞

構

f莱健 E紫

ふ
判
判
V

我
孫
子
中
市
慢
帥
会
的
ご
目
的
鳶
で
、

時
四
ヂ
終
日
で
も
お
泌
者
さ
ん
に
み

て
も
ら
、
え
ま
す
"

し
か
し
、
ニ
的
制
両
院
は
、
呂
町
輔
・

仲
m
gに
ゑ
鳴
に
な
・
均
れ
た
だ
を
診
療

す
ら
む
の
で
、
以
前
か
ら
具
合
が
惑

い
の
や
段
躍
し
て
い
た
と
か
、
仕
W
帯

や
学
校
が
休
み
だ
か
り
と
い
勺
た
縫

闘
に
よ
る
だ
を
玲
療
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
a

中
市
制
問
的
み
な
さ
ん
に
は
、
一
}
の
夜

会
ご
叩
税
務
ね
が
い
守
門
口
開
明
体
日
当

番
駁
刷
刷
皮
…
を
有
効
い
い
こ
出
刊
山
川
く
だ

さ
い
。

自

M
錨
明
か
ら
帥
時
曲
師
勝
醐
繍
岐
に

心
が
け
よ
う

彼
鈴
山
城
時
開
問
は
、
午
州
刑
9
時
か
ら
午

後
器
時
ま
で
υ

後
援
防
総
会
私
費
7
ん
は
強
救

念
時
間
院
を
ど
利
用
市
〈
だ
さ
い
，

〈
紋
急
病
院
は
我
孫
子
中
宍
病
院
降

小
念
酬
明
院
・
ア
ピ
コ
外
科
で
主

治
姿
訟
の
燃
は
、
必
ず
保
険
絞
を
ご

持
参
く
だ
unc
い
@

〈
山
聞
協
出
征
を
時
貯
品
世
き
れ
な
い
と
ん
税

制
民
診
療
に
主
り
ま
す
)

ゆ
臼
闘
噛
・
休
日
当
醤
保
障
は
噌
仲
他
州
怖
い

た
し
ま
せ
ん
。

お
導
的
M
M
M
町
内
総
殺
さ
ん
の
録
制
服
に
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10男10日は自の愛護ヂー

ど横
宅島
釘
む
配
下
む

ー
一
心
絞
端
的
が
心
配
な
お
子
各
ん
を
お
持

紘
一
九
の
万
町
制
絞
を
後
け
ま
す
。

九
一
。
激
減
給
保
帥
時
々

日
目
一
@
臼
時
油
月
四
日
〔
本
〉

u
m
A
X
一
付
は
午
約
9
持
部
分
か
わ
れ
時
ま
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品
開
・
小

構
隅no 

E
町
J
W

沢
き
ん
は
中
国
よ
り
も
四
年
む
写
〈
守
w

的
方
絞
殺
行
っ
て
い
る
U

だ
か
ら
小
沢
ぢ
ん
は
澄
界
で
泰
b
川中

〈
仙
川
災
予
知
的
U
と
つ
の
方
法
を
田
見
つ

け
れ
~
人
と
い
え
る
。

一
緒
に
設
脅
し
ぞ
き
た
奏
会
ん
は
、

「
後
零
ん
に
や
っ
と
縦
一
然
し
て
も
ら
え

¥
て
悼
惜
し
け
い
!
と
醤
い
践
し
て
ん
し
な
っ
た
。

今
、
小
沢
さ
ん
は
辛
い
こ
と
、
殺
し

/
い
ニ
と
を
一
時
h

り
数
え
仙
刷
惜
純
子
婦
と
い
う

大
け
事
に
総
ん
で
い
る
合

「
地
下
水
炉
、
山
崎
淡
予
知
が
で
き
る
め

は
絞
殺
し
と
な
っ
と
L

小
沢
さ
ん
的
経
熱
が
務
純
ぞ
お
さ
め

た
の
だ
。

叩

で

か

あ

一
ト
い
か
枇
い
。

す

一

一

カ

学

き

中

酢

…

ロ

ハ

の

下

。

?ν

一

る

で

符

円

て

い

ち
主
同
一
明
わ
さ

封
h
…
が

s
人
方
す
を

お
工
川
1
る
ま
批
々

を
一
さ
さ
拶
れ
い
し
ガ

羽
時
一
皆
下
で
お
河
口
い
ハ

併

7

M

T

のたな
怠
即

沢

自

吉

さ

ん

冬
わ
や
か
に
今
日
的
は
じ
ま
る
沼
町
付
鳴
水

議
リ
来
て
総
統
ヶ
丘
の
小
刊
税
庁
鵠
岡
田
山
下
代
次

秋
惹
に
絞
れ
る
子
時
倒
的
鈴
か
す
か
有
野
判
子

災
山
出
制
削
口
じ
ふ
〈
め
ば
殺
に
あ
り
大
猟
緒
子

大
間
川
を
議
総
り
行
く
吾
亦
絞
問
符
瀞
移

秋
円
風
寄
を
擦
に
吹
き
に
け
り
渡
辺
沼
明

は
が
こ
れ
る
溺
時
丹
波
滅
的
世
伺
丹
花
山
同
下
総

ひ
そ
や
か
に
め
ぐ
り
来
る
か
な

花

芙

蓉

問

答

か

ね

子

が
い
一
…
戸
慾
い
制
刊
を
制
的
る
や

イ

ポ

ム

シ

リ

高

原

殺

す

初
H
悼
の
墓

ιト
ン
ポ
ち
参
り
く
れ
向
山
ぷ
ヰ
ホ

¥
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(6) 

滋齢者のための議決会
γ人間と生きがいJ

不熊品一ーっ

し交換コーナー

ルミシン (6TJf11で*和主主
タイコプライター(20万円で) 本

パネルt…タ-(無料)

人生時完成JVIにあた!人

日はかけがえのない itt長誌な訂譲って下さい

諮ります *子供用自榊崎制点セ i その引い川がいJ的ある
ツト ホ足踏ミシン 移鋳りた 5 充実務にみらだも仰にLf.ょ ¥'0

*プaパンIIIガスレンジ(2ヵ たみ式ベビーパギー軍事 本電気三 そして、勺フたしはほんとうに

丹後務"ステレオ *スチ オルガン ホ本事選手狭湾勉強m言 張~人ん t.~J という入金を送りた

…ル事選亭供用勉強机(44'-夜問*手数殿2段ベット 言 、、。 -l:的主主H幸です

タ1<:コによる
火災をなくそう

織りた、崎争 議ってほしい斡

がありました句商工諜まれ

主主総 (82)1151内線281

*ハモンドオルガン *流L合

31.>.セッ令 本金堂F胃イス宮軍事

以上陸誌の上決定 キポータブ

(消i:)i1:書r，)的ためのー助にもと、よ的議

機会をr，持縫いたします@数多〈的

方々がご事会〈だきいまし芝、字

書告に fいの九J 内線3与を鍛えて F

さ色、9

臨E五時 10丹9日守的10時一12持

隠i議長持 滋工会総

関内務 rAI母と生きがいJ

閣官需産車 {判長洛楽生学i盟r<小林
'1t，，~，，: 

豊富重奏加費 無料

義理主催 教有望号毘会

農家の実態調資
タパコは毎年火災j京終的務 1位、

それι顎綴者向ヰ之江¥ぎによるも的 農業構z授の己主翌年とZ主義総主主的1丘
代的長考えるため‘怒i獄絵京町%.

同様車fち各意義ブレ>.lm二r:取
材料的約二ζ特設:と試験法j 講師

杉村1需主義

緩~ま龍料 線終〈チ特ス争ft実焚}

{務工主筆}

「明るい生活の
家計簿.J~をどうぞ

が非常，:;}いえ"す

々も鈴もかまれずに発生するの

がタハ 3 火災ですの

!l!:lデ:1.1て、火をf品Lた、おき，1忘

れ等i念総体にやめて Fさい。

タ，{コヵkYiをな〈すポイント

0必ずJR.訟のJ，る長去?で吸う

。灰皿は Lっかりした大きめのも

引を置〈。

O_~互E霊的中には区、ず*'を入れてお

主主潟是正をも、たします今

は地7じ若草苦手級会長にお守譲歩誤貯蓄音機盟主袋民金辻、緩和

52年続 f鳴るい生活町家計簿;を

mr誌の方へあゥせんいたします。
ご場皇室町方は、近所内方々とグ

ループで申込書幸(本，y)と料愈'!'

添えて申込み下さいe

b申i且先 語審3二議

~f冨 繍 1信号霊堂200Pl

砂串泌繍切日 10月15註

続i'、、、たしま Iたのでもお{母いの

は、よろしくお毎月いします。

警護対象 1 ti..tJ， f:緋作的金まま繁

華割草書締 9月初日 -10月10B

留密絞a 10丹20日
図窃滋方法 i悲渇E書官誌をII合f去に提

仕差是議委員会)

あなたの職場に
退職金制皮会

J明るい話題今耳註、やド'J
J皮主1加m入i従註i滋盤号綾虫f捻i乙:1時lf悶?瑚司 j です6
中小食重量i器級金1主治嗣Ji~!ま、 i邑

執f長期l'りない金主露はιちみん、 i且
救命指lJのある余講義も{井清が可能で、

事綴'E負担1的平準色、 i豆磯金内定

払E護保などを行いますめて4とfJJf持

下さい。

この事l夜は、資金‘綴炎、議事j

なごと:'(J)特急とあわせ、昨年的法t'k

正とよワ大f証言誌なみ的j島戦f主党総

が可童話となう、また掛金月富百円増

舗が終!Ilにきるなどitくのすぐ

れた特設支をもっています e

什ッしれま商ヱ議、金騎機関、

中小企業送設金事業E!l(雪量言語03…

436-0151)へ。

惨事主事章子ライオンAn'句マザーズ

{ひまわり凶)に 2万2，000

〈護支1誌をつける D

公民館講康生募集O~建タパ、世ff 1 t 1 的タパコは絶

対やめる。

。ちょっどした用事でもそ内金持を

誌なれるときは必ず寂~L:: 協す秒

。灰Jlllのあとしまっは水脅かけ、

完全に消主たのを後五五しでから

Ii;てるω

8月中内火災主主主主体主主i之、火災

件数がO件、主主語、件数が121件と

夜長るは12月1::1lJに蔭二工言軍て'お筏

門的害警f寸があリました。tいた Lます。

総務教主民ル湖北台fミ礎学校からマザ ，ぇホ

ームに 1万円師事事fせがありましたo

bママさん卓路孝喜志-1蒋か 1，公終

結活動的一郎にと 4，150P1め寄付

があ 9ましたω

1>3震滋銀行から101;問分的;率的害事

喜醤カ奪Sうりまし文。

3静杉幸守i揺を易量"んf都昔日92-5)か η

ふとん要議{繰戸 並木保育[罵でi官

後言語 (82)1151内線281(惑工:議}

E童向者等 初宇から
プレス加工技術
講習会

隠日時 IQ丹火}午前9時

30骨かり午後4持30分

麗織所 二千擦係機械令主義試議場

子去最市ヲミ台箆T206幸香 港話 0472

重璽時罪主 毎退自B員日午時世

璽翼書湾 10丹から 3月

固定員特お

箇告を議事'1 1，0紛fIl

聞受付 1011 5 8 9時から(受講

料 Hllx駐をそえて申込んで下さき

い0)

滋定員になっ次第籍切り

言、ます。

ま支諸事件数町内訳はも主主若草李総が(52) 2101--3 

喜重テーマ 「プレス金受E理主立後f或

の効楽的使用によるプレス作裁

-一
2
一
3

さをも。

o串iみみ芸懇じは繁華芝(見込)註

i関係数織を持事したむのに Ç;iる~月数 1 )議、成淡絞明書1通、最近

争幾級事総 6均月以内に後続した写真(ラ

。申il，MIl紙i季、m役所m長公司i イノJ隙) 2獲を添付して下さい白

人事評壌で克{すLます践し、技労買 総責務理質事用

。申込み沓に必要4事 rti合本人 務践については写真2:t程的み然

付のこと。

5
一
6
一
7
一
§

争試験日時・場所

談綾昭和例年10月初詩{日}

午義守9時告を付

場所 J主主義子中学校
官房絞機内容詐{~~式-，Q教養・

fT'1たtcl.;' (紋干震に土砂異なる L
b線路予定認 11喜幸fl52苧4丹1日

炉問合せ先我孫子m役所人事
務

わ1..( ，求総後最重弱電話0471(67) 

1255学的議まで柏保健所)

図事事F話予主主人主義 海上保安大学生

はぬ持品。惨と保安学校学生は

J:Te事130名、主主海・機関・1最f詩・

活教家
事しい電気孝主主主J

海上保安ず護学生謀議 当主計約100名です。

霊童話時 10月14日午前10時-12時

盟主署孫 松戸液晶ら鈎合問時事f智内

関申込書E 後Y"lilf著者校ンタ

震言語0473絞り 2111肉綿266

(証言工課)

幽型Hサ滋「毒 10Jj 1詰B震で。

〈わしくは千葉携えニ絞殺綴智正聖

護電話倒72(42) 732告へ@

海上保安大学校 ti尊.1:係官官学校

門学生を募集しま

精神障害者家旗会
の 10月例会

滋市民税第3其耳介

霊覇市税上主主義徴収

lOfl29摂{金1

9・00…16:00 

9地持寺社商工会総イ司lttl主詩

霊童箆持 10月16悶午後 11暗から

量霊場波 紋サロン(約静i東口ファ

ミリ鈴 3滋}

挨去をヘ潜入申込み、またはく

161 




